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第 4章 切盛土計画・排水計画・防災計画 

 

 造成計画には、森林法に基づく林地開発許可と、都市計画法の規定に基づく開発行為許可の

基準を比較して計画した。 

 

下記に造成基準対照表を示し、採用を塗潰しで示す。 

 

 

 

 

                   

               

【採用の状況】 

切盛土計画は都市計画法に基づく。 

 

施設内排水管は森林法に基づく。 

 

調整池の容量は森林法と都市計画法を 

比較して、両条件を満たしたものとす 

る。 

余水吐と堆積砂量の計算は、森林法の 

基準で算定した。 

 

擁壁の設計は都市計画法に基づく。 

 

以上の条件で造成計画を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア.切土 切土勾配35°地域特性及び土質を等を考慮して定める

法勾配は土質に応じて表-1のθを限度とする

なお、限度内の勾配であっても法面の安定計算を行う

10ｍまでは高さ5ｍのところで1.5ｍ以上の犬走を設置

10ｍを超える場合は長大法の基準の基準（1-38-15）

※但し小段の幅は林地開発許可基準2メートル採用

イ.盛土 原則として30°以下

9ｍまでは3ｍごとに1.5ｍ以上の犬走りを設置

9ｍを超える場合は長大法の基準（1-3-8-14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

土砂流出量 造成中 150㎥/ha/年を標準とし2年目以降は1/2ずつ減少するものとする

雨水流出量 Q=1/360・f・r・A f：流出係数（表.6） Q=1/360×f×r×A f：加重平均流出係数(表参照）

r：設計雨量強度（10年確率） r：計画降雨強度 5年確率（60mm/hr) r=1200/(t2/3+5.0)

r＝5100/t+25（表.7）

到達時間：10分（表8） 流達時間　10分

排水管 計画流量の1.2倍

流速 マニング式

雨水調整池 降雨強度 30年確率 r=6375/t+25 30年確率　　　　　　r=1800/(t2/3+4.5) 原則として掘込式として5ｍ以下

堆積量 流域の地形、地質、土地利用の状況等 1.5㎥/ha/年を標準とし、維持管理上10年間を算定基準とする

に応じて必要な量

皆伐地、草地15㎥/ha  道路5㎥/ha 林地1㎥/ha(年）

※開発行為終了後、地表が安定するまでの期間

　5年間とするが、浚渫工事を行う条件を設ける

　対応が可能

余水吐 100年確率ので想定される雨量強度に 100年間確率以上の降雨強度式を用いる

おけるピ－ク流量の1.2倍以上

擁壁 転倒 安全率　　1.5 安全率 1.5

活動 安全率　　1.5 安全率 1.5

水抜穴 内径5ｃｍ以上　3㎡当たり1個 内径7.5cm以上　3㎡あたり1個

「都市計画法」の規定に基づく開発行為の許可実施要領

造 成 基 準 対 照 表　１

（ア）

（イ）

地質・土質・切土高等をを考慮して

現地に適合したもの

粘性土・シルト　1：1.0～1：1.2

切土高が10メ－トルを超える場合は

原則として5メ－トルないし10メートル

毎に2メートル以上の小段の設置

地質・土質・盛土高等を考慮して

現地に適合したもの砂質土・硬い粘質土・硬い粘土

5ｍ以下　1：1.5～1：1.8

5～10ｍ　1：1.8～1：2.0

盛土高が5メートルを超える場合には、

原則として5メートル毎に2メ－トル

以上の小段の設置

1ヘクタ－ル当たり1年間におおむね

200立方メートルないし400立方メートル

を標準とする

工法

工事期間中

法面勾配　

切土工法

法面勾配

（ア）

（イ）

森林法に基づく林地開発許可実施要領
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１．切土盛土計画 

（１）造成計画の概要 

本事業における計画通路は、北側の市道より取り付け、グラウンドまで平坦に誘導する。

資材置場は、北側市道より直接連絡する。計画高は、南側沢部より 28ｍ、西側沢部より 26

ｍ盛土を行い、北側の市道と同等程度の位置まで、盛土にて築造する。中央付近から北側

にかけて一部切土を行い、資材置場とサッカー場が要件を満たす広さを確保できる計画と

した。計画にあたっては景観及び自然環境への配慮を含め、八王子市・町田市の各行政と

幾度の協議を行い現在の計画に決定した。 

土量の内訳について切土量は 24,141㎥、盛土量は 319,173 ㎥、総土工量は 343,314㎥で

ある。造成計画平面図を図 4-1-2 に、造成計画断面図を図 4-1-3 に示し、造成面積と土量

について表 4-1-1に示す。 

表 4-1-1 造成面積と土量 

項目 面積（㎡） 土量（㎥） 

切土 10266.21 24,141 

盛土 42675.68 319,173 

合計 52941.89 343,314 

差引土量  295,032 

土工量 （切土量+盛土量）÷開発区域面積 

（24,141㎥+319,173㎥）÷93,242.76㎡＝3.681㎥/㎡ 

 

（２）土工量について 

本事業の造成計画において、発生する切・盛土量の差がある事から、不足する盛土は、

搬入土 295,032㎥による事とする。 

造成計画の前提として、事業区域北側市道からの利用を考慮して計画高を決定した。 

尾根部は出来る限り残地し二つの沢部を盛土する。 

以上の事から、この計画における単位面積当たりの土工量は以下の通りである。 

 

表 4-1-2 総土工量 

切土量（㎥） +  盛土量（㎥） ＝ 総土工量

（㎥） 

24,141   +  319,173   ＝  343,314 

 

表 4-1-3 単位当たり土工量 

総土工量（㎥）  ÷  事業区域面積（㎡）＝ 単位面積当たり土工量（㎥） 

343,314     ÷   93,242.76   ＝   3.681 ＜ 4 

 

 

 

（３）丘陵地における適正開発のための指導指針への対応 

①丘陵地の景観特性を生かし、谷部以外の緑地はそのまま残す。傾斜部も周辺と合わせ

た計画となるよう南側・西側に出現する造成法面には、既存樹木に合った植栽を行い、

造成地周囲の残留緑地と連続した緑を形成する。 

②単位面積当たりの土工量は「（切土量十盛土量）÷事業区域面積」で算出すると 

（24,141㎥+319,173㎥）÷93,242.76㎡＝3.681㎥/㎡となり、指導基準である 4.0㎥

/㎡を下回る。 

   

（４）切土・盛土の留意点 

①切土・盛土工事の施工にあたり現地盤の草木等は、測量成果に基づき守るべき緑地の

位置を表示して伐採・伐根する。 

②伐採及び伐根した樹木や草木等は、産業廃棄物として処分する。 

③盛土面下部に暗渠管（主管 300mm・500㎜・枝管 200 ㎜）を地下排水施設として沢の低

地部、湧水箇所に設置し各調整池へ誘導する。 

④盛土内の排水は、雨水排水計画に基づき十分な対策を講じる。 

⑤盛土材として使用する土砂は、有機質土等を除去した良質土を使用する。 

⑥段切りによって発生した表土は、図 4-1-1 の改良ヤード及びストックヤードに、切土

の発生土砂と合わせて保存し、植栽用の土壌として使用する。それ以外の土砂は⑦の

手順に従い盛土材として使用する。 

⑦盛土材は発生現場ごとに、その都度、三軸圧縮強度試験を行い、その結果により改良の

有無を判断し、改良の必要を確認した土砂は、配合試験により改良剤の添加量を決め、

事業地内で混入・攪拌する。改良した盛土材は、原位置でサンプリングし一軸圧縮強度

試験を実施して強度を確認する。加えて透水試験を行い透水性の確認をする。また、搬

入時に使用不可と判断した土砂は、搬出元へ返却とする。 

⑧盛土の施工において、盛土する前の地盤面の勾配が 15度程度以上の傾斜地盤に盛土を

行う場合は、盛土の滑動及び沈下が生じないよう、現地盤の表土を十分に除去すると

ともに段切りを行う。 

⑨盛土の転圧は所定の密度が得られるよう、20㎝～30 ㎝ごとに敷均し転圧を行い十分に

締め固める。 

    ⑩盛土材の改良を実施する場所は、施工当初は図 4-1-1ストックヤード付近に、施 

     工中盤以降は事業地中心付近の尾根に改良ヤードを設定する。 

 

 改良ヤード位置 

 

 

 

                          図 4-1-1改良ヤードの位置 
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（５）盛土材の確保 

 盛土材の確保については、（４）切土・盛土の留意点を遵守し、適正に管理するものとする。また巴

山グループでは年間8万㎥から、10万㎥程度の建設発生土の取り扱いがあるため、そのルートなどを

主に利用し、盛土材の確保をする。 

 

 

（６）盛土材に適した土質の選定基準 

 盛土に使用する搬入土は、当社独自の自社基準を設け受け入れる予定とした。受入基準のうち土質

区分基準を、表4-1-4の通り設定し第1種建設発生土から第3種建設発生土までを使用する。 

受入れ土砂の主は、第3種建設発生土となる事を想定して、盛土の安定計算は、第3種建設発生土

相当で行っている。 

 

  

表4-1-4 

 

 

 

（７）盛土材の土壌・土質の安全に関する留意点 

 盛土に使用する搬入土は、自社基準を設け受け入れる予定とした。受入基準のうち土壌分析基準を、

下記の表4-1-5の通り設定し基準値以内の盛土材のみ受入れる。 

 

排出事業者が遵守する盛土材の安全性に適した土壌の選定基準 

 試験方法及び試験頻度は、図4-1-4備考に示す通りとする。ダイオキシン類の調査に関しては、地

歴調査の結果を踏まえて、過去に汚染の懸念がある工場等があった場合は、別途土壌試験を実施する。 

  

表4-1-5 

 

 

ｍｇ/ｌ 0.01以下

ｍｇ/ｌ 不検出

ｍｇ/ｌ 不検出

ｍｇ/ｌ 0.01以下

ｍｇ/ｌ 0.05以下

ｍｇ/ｌ 0.01以下

ｍｇ/ｌ 0.0005以下

ｍｇ/ｌ 不検出以下

ｍｇ/ｌ 不検出

ｍｇ/ｌ 0.02以下

ｍｇ/ｌ 0.002以下

ｍｇ/ｌ 0.002以下

ｍｇ/ｌ 0.004以下

ｍｇ/ｌ 0.02以下

ｍｇ/ｌ 0.04以下

ｍｇ/ｌ 1以下

ｍｇ/ｌ 0.006以下

ｍｇ/ｌ 0.03以下

ｍｇ/ｌ 0.01以下

１、３－ジクロロプロペン ｍｇ/ｌ 0.002以下

ｍｇ/ｌ 0.006以下

ｍｇ/ｌ 0.003以下

ｍｇ/ｌ 0.02以下

ｍｇ/ｌ 0.01以下

ｍｇ/ｌ 0.01以下

ｍｇ/ｌ 0.8以下

ｍｇ/ｌ 1以下

ｍｇ/ｌ 0.05以下

ｍｇ/ｌ 15以下

ｍｇ/ｌ 150以下

ｍｇ/ｌ 150以下

ｍｇ/ｌ 150以下

ｍｇ/ｌ 250以下

ｍｇ/ｌ 4000以下

ｍｇ/ｌ 4000以下

ｍｇ/ｌ 150以下

ｍｇ/ｌ 50以下

溶

出

試

験
（

２

８

項

目
）

カドミウム 日本工業規格ＫＯ102　55、農用地　昭和49、農林省令47号（1ｍｇ/ｋｇ未満）

全シアン 日本工業規格ＫＯ102　38（38.1.1の方法を除く）

有機リン 昭和49年.環告第64号付表1、日本工業規格ＫＯ10231、1のガスクロマトグラフ

鉛 日本工業規格ＫＯ102　54

六価クロム 日本工業規格ＫＯ102　65、2

ヒ素 日本工業規格ＫＯ102　61

総水銀 昭和46年、環告第59号付表1

アルキル水銀

地質分析試験項目

計量の対策 単位 基準値 計量方法

昭和46年、環告第59号付表2、昭和49、環告第64号付表3

ＰＣＢ 昭和46年、環告第59号付表3

ジクロロメタン 日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.2

四塩化炭素 日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.1、5.4,5.5

昭和46年、環告第59号付表5第1、第2

平成9.3環告第10号付表

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.1、5.3.2

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.2

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.3

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.1、5.4,5.5、5.5

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.1、5.4,5.5、5.6

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.1、5.4,5.5、5.7

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.1、5.4,5.5、5.8

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.1

昭和46年、環告第59号付表4

昭和46年、環告第59号付表5第1、第

クロロエチレン

1、２－ジクロロエタン

六価クロム化合物

日本工業規格ＫＯ125　5.1、5.2、5.3.2

日本工業規格ＫＯ102　67.2,67.3

日本工業規格　34.1、昭和46.　環告第59号付表6

日本工業規格　47.1、47.3、昭和46.　環告第59号付表7

1.4-ジオキサン 昭和46.12環告第59号付表7

日本工業規格ＫＯ102　55

鉛及びその化合物 日本工業規格ＫＯ102　54

砒素及びその化合物 日本工業規格ＫＯ102　61

フッ素

ほう素

備考

含

有

試
験
（

９

品

目
）

シアン化合物 日本工業規格ＫＯ102　ＫＯ102　38（38.1の方法を除く）

日本工業規格ＫＯ102　65.2

フッ素及びその化合物
日本工業規格ＫＯ102　34.1、34.1ｃ（注（6）第3文を除く）、昭和46年.12環告第59

号付表6

ホウ素及びその化合物 日本工業規格ＫＯ102　ＫＯ102　47.1、47.3、47.4

セレン及びその化合物 日本工業規格ＫＯ102　ＫＯ102　67.2.67.3、67.4

水銀及びその化合物 昭和46.12環告第59号付表1

カドミウム及びその化合物

チウラム

シマジン

チオベンカルプ

ベンゼン

セレン

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

１、１－ジクロロエチレン

シス－１、２－ジクロロエチレン

１、１、１－トリクロロエタン

１、１、２－トリクロロエタン受
入
範
囲
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排出時の安全確認 

  

① 盛土材に適した土質の選定 

 表 4-1-6 の安全性確認フロー図に示す通り、盛土材発生現場と連携し選定する。また土質区分は、

第1種から第3種建設発生土までの土壌を盛土材料とする。 

 

② 排出事業者が行う盛土材の安全性の確認（土壌分析） 

排出事業者が土壌分析試験を行い、その結果を弊社が確認し、土壌分析基準に適合した土壌を

使用する。検査項目は地下水摂取などのリスクから、土壌溶出基準が 28項目、直接摂取によるリ

スクから土壌含有基準については、特定有害物質のうち重金属を中心に9物質について検査する。

また検査頻度は 5,000㎥に 1回とし、その後は現場状況に合わせた形で土壌検査する。この頻度

については国土交通省や東京都でも採用されている。 

 

③ 排出事業者が行う土壌の採取方法 

 土壌の採取方法は、東京都内で多く採用されている5地点混合方式による採取を実施する。またそ

の方法を図 4-1-4に示す。 

 

 

備考 

①採取前に路盤を含む舗装や植栽、コンクリートガラなど建設発生土以外のものを除去する。 

②上図No1～No5の各箇所で試料を採取する。 

 深さは概ね50ｃｍ程度。（ダイオキシン類の含有濃度試験は深さ 5ｃｍ。） 

 ただし、掘削深さによって採取深度を調整する場合があります。 

③資料はチャック付ビニール袋等の密閉容器に入れる。 

（揮発性物質の検定は遮光性のガラス瓶に隙間がないように詰める。） 

④上図採取箇所にポールやカラーコーンを立て全体写真を撮影する。 

⑤各試料採取箇所の写真撮影（採取資料、採取穴及び穴の深さが明確になるように。） 

⑥各試料採取後１箇所に５箇所分の資料をまとめ、写真撮影をする。 

⑦採取した試料は専門の機関で５試料を混合し試験を行う。 

 

受入時の安全確認 

 

① 巴山興業が行う受入現場での盛土材の確認及び管理 

 表4-1-6フロー図に示す通り、管理基準をクリアした盛土材料については、その盛土材料の強度定

数を求めるために、三軸圧縮強度試験を実施する。これにより土壌の強度や粘着力を導きだし、盛土

材に適した材料かを判定する。粘着力などが所定の数値を得られない場合は、表4-1-7フロー図に倣

って、配合試験を行い適切な改良剤の添加量を決定して、受入地で改良し所定の強度を得られるよう

にする。 

試験結果には時間が掛かることを考慮して、搬出現場及び当工事の工事工程を密に調整して、円

滑に進められるよう配慮する。 

受入地での日々の盛土材品質確認については、目視によって土質の性状や色合い等を、搬入元から

の試験結果や原土の標本等と比較する。排出現場で掘削中に水が差し、高含水比となった建設発生土

や、急な雨や雨天後の一時的に含水比の高くなった建設発生土は、搬出元へ返却とする。 

通常、建設現場では、性状の悪くなった土砂の改良等は、排出事業者が責任をもって行っているの

が一般的である。 

 

なお、本計画で考察した条件を基に、室内配合試験と透水試験を行った。 

その結果を、次項の P4-8-2に示した。 

 

② 巴山興業が行う盛土施工の管理 

現場初期においては、ストックヤードでバックホウによる撹拌を行う。その後、工事の進行に合

わせて改良プラントの設置や、リテラ等の撹拌機を使用して改良を行う。改良した盛土材は、盛土

施工面からサンプルを取り、主に一軸圧縮強度試験を実施して、強度を確認し管理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-8-4　5地点混合採取方式

①5地点混合方式による採取方法 ①-2　掘削する土地の形状が長い場合

No3
○○ｍ No1 No2 No3 No4 No5

No4 No1 No2

○○ｍ ○○ｍ ○○ｍ ○○ｍ ○○ｍ

No5 採取地点

図 4-1-4 

user04
テキストボックス
4-8-1
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透水試験結果 

改良土量の内訳 現場/室内強さ比 

固化材の添加攪拌方法の境界 

地盤改良土量と固化材の添加量 

自走式土質改良機 

室内配合試験・透水試験の結果より、添加量と浸透率の確認 

試験要領 

・搬入土の条件が悪い場合を想定して、砂・砂礫の混入の無い赤土を使用。 

・添加剤は高炉セメントを使用。 

・供試体は均一に混合する為、ミキサーを使用しφ5cm×L10cmを 3体作成。 

・7日養生（材齢 7日）の供試体により一軸圧縮強度試験を行う。 

・試験の結果より必要な添加量を算出する。 

 

配合試験による添加量の算定 

本計画では調整池 A側の法面で、粘着力 70KN/㎡、調整池 B側の法面で粘着力 90kN/㎡にする事

としている。（P4-22から P4-36まで安定計算結果より） 

配合試験によって求める粘着力と、一軸圧縮強度試験の関係は次式による。 

粘着力＝1/2一軸圧縮強度 

また完全にミキシングした室内試験と現場でのバックホウによる攪拌では、強度に差が出る事を

想定し、セメント協会の改良マニュアルでは強さ比を 0.5とするとある。 

よって調整池 A側で（70kN/㎡×2）×2＝280kN/㎡、調整池 B側で（90kN/㎡×2）×2＝360kN/㎡

の一軸圧縮強度を確認する。 

配合試験の結果と、結果に基づいた添加量は、以下の通りとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の結果から、調整池 A 側の法面で、70kN/㎡の粘着力を出す添加量は、通常 69 ㎏/㎥・2 倍

強度の場合 208㎏/㎥とし、現地盤の TS層改良分（深 1.5ｍ）を含めて改良土量 31,570㎥に対し、

通常 2179ｔ、2倍強度の場合 6567ｔとなる。 

調整池 B側の法面では、90kN/㎡の粘着力を出す添加量は、通常 115㎏/㎥・2倍強度の場合 256

㎏/㎥とし、現地盤の TS層改良分（深 1.8ｍ）を含めて改良土量 176,600㎥に対し、通常 20309ｔ、

2倍強度の場合 45210ｔとなる。 

ただし、2倍強度とするのは、バックホウでの攪拌において一般的な考察であり、現地盤以下の

改良は、バックホウの攪拌となるが、搬入土を使った盛土工事は、造成地内にプラント等を設置し

て土壌改良を行う。この事から、改良土の品質を一定に保てる為、添加量は等倍強度としても問題

無いが、下記表の室内試験の 1.25倍程度（強さ比 0.8）とする事で、安全側な計画としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本工事では、自走式土質改良機や定置式プラント等による固化材の攪拌を行う為、均一な品質 

の改良土を制作できるため、強さ比を 0.8とした。 

以上を踏まえて、必要一軸圧縮強度に対する添加量と予定総添加量は、下記表の通りである。 

 

 

 

 

 

 

なお、セメントを大量に自然環境下へ持ち込む事による影響は、景観への影響と、アルカリによ

る動植物等への影響が大きいと考えられる。 

景観については造成法面等への適切な植栽等により緑化を図る事とする。アルカリについては、

施工後しばらくは、表面の改良土から流出の懸念がある事や、想定外の事象に備えて、中和設備の

設置と、工事中～工事後の継続した水質モニタリングを実施し、安定するまで注意を払う。 

また、実際に搬入される土砂は、砂利や砂などが混合されたものであり、セメント量が多い事は

事業費が高騰する原因ともなる為、搬入土砂の三軸圧縮強度試験結果などを基に、配合計画をたて

セメント量の軽減を図る。 

 

透水試験による透水係数の確認 

 透水試験の右表の通りとなった。 

  

 

 

 

結果より、改良土の透水性は非常に低いと思われる。 

配合試験結果 配合試験結果グラフ 

必要一軸圧縮強度に対する添加量 

 

現地盤より下部 2倍強度 現地盤より上部 1.25倍強度 合計の改良土量 合計の添加量

改良土量（㎥）
添加量

（㎏/㎥）
改良土量（㎥）

添加量
（kg/㎥）

（㎥） （t）

調整池A側法面 7940 208 23630 115 31570 4369

調整池B側法面 33300 256 143300 160 176600 31452

バックホウ
定置式プラント

自走式地盤改良機
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表4-1-6　盛土材受入安全性・品質確認フロー図 ※1.フロー図の色分けによる担当区分

※2.排出現場と当工事の工事工程を密に調整し円
滑に進める。

土壌汚染分析依頼（28品目+9品目）

適合材料

巴山担当

盛土材発生現場担当

盛土発生現場

第1種～第3種建設発生土の搬入を依頼

不適合材料

第4種建設発生土

受入不可

計量証明事業登録会社へ依頼

（試験頻度5000㎥/回程度）

土質試験実施（改良の有無を確認）

（平面図・断面図・柱状図調査）

盛土材適合確認

第1種～第3種建設発生土

排出現場毎又は地層毎に実施

（三軸圧縮強度試験）

（試験頻度5000㎥/回程度）

受入開始

表4-1-7　盛土材改良フロー図

※六価クロムの溶出試験は左フロー図の土質試験と　同一頻度で行う。

➀セメント改良土の試験サンプルを作り公定法分析

②公定法分析で基準以下であることを確認

③盛土本体の混合土を作り盛土する。

（試験頻度は一施工単位とする）

搬出元へ返却

改良後の盛土材の土質試験

盛土施工面からサンプリングする
主に一軸圧縮強度試験で強度の確認をする
透水試験を実施して透水性の確認をする

盛土工事

配合試験により添加量を決定
六価クロムの溶出試験の実施

受入初期は現地ストックヤードでバックホウによ
る改良

改良ヤードの整備後はプラントの設置やリテラ等
の撹拌機の使用による改良

改良剤の適切な添加量の検討

(含水比の過多等）

（目視・土質の性状・色合いを標本等で確認して排出現場土壌との比較を行う。）

受入時の盛土材確認

不適合材 適合材

要改良の盛土材の受入
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暗渠管

立坑

素掘り溝

仮設防災沈砂池

2
.
0
0
ｍ

泥溜

図4-1-6 沈砂池標準図 

（８）盛土施工手順 

盛土工事は、調整池を構築し暗渠排水管設置後、ICT建機を活用し、厚さ30ｃｍを確保して敷均し・

転圧を行う。締固めの管理はRI計器を使用し日常管理を行う。 

 施工中は土砂流出を防止する為に、防災堰堤を設置し、暗渠排水又は縦樋排水管に向けて排水勾配

を取り施工を行う。 

 円弧すべり面より内側は、小段ごとに水平排水層を設置し小段排水で集水し調整池に流す。法面表

面の排水も小段排水で集水する。小段排水の施工において沈下の予想される場合は観測をして収束を

確認し施工を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-1-5-1 盛土の施工手順（縦樋と勾配） 

 

造成法面は中低木で植栽し、犬走りには高木を植栽して法面保護を行う。 

本事業計画では盛土工事の、特に造成法面は改良土で行う為、透水性は低く盛土の安定を確保でき

る一方で植生に懸念がある。 

その為、植栽樹木の根張りに十分に配慮して、造成面に30cm程度の植穴を掘り、客土を盛土面上に

50cm程被せる事で植生を図る。 

降雨による客土の崩壊などが起きないよう、十分な転圧をするほか、シガラ柵による保護を行う。 

また、植栽工事の時期は、着手後５年程度を予定しており、法面の安定や改良による土のアルカリ化

について、状況を十分に確認できる期間がある。 

 緑化の施工は、安全と植生を両立させて行う事が可能と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

（９）工事中の濁水・土砂の流出対策 

 工事中の濁水・土砂の流出防止対策として、土砂流出防止柵の設置及び、図 4-1-5 に示した通り、

盛土施工時は場外に濁水・土砂が流出しないように、排水勾配を場内側に向けて設ける。また施工中

は、法面側に防災堰堤を設けることで、濁水・土砂の流出対策及び法面の保護にもつなげる。施工の

状況に合わせて、場内に素掘り溝を設置し沈砂池へ集水して土砂を沈殿させる。表面水を縦樋排水管

に放流し暗渠排水管を通って、調整池へと排水する。 

沈砂池は造成中 300㎥/ha/年の容量を設ける。下記に沈砂池の標準図を、次項に盛土の施工順に合

わせた沈砂池の配置例を示す。 

 

近年の台風やゲリラ豪雨に対しては、4インチ水中ポンプ（吐出量 0.5㎥/分）を現場に常備し、そ

の時の降雨量に合わせた台数で釜場より調整池へ排水し不測の事態を回避する。 

また、災害対策に必要な機材や資材を現場に常備するほか、事業地から弊社のプラントが近いこと

から、重機等の必要なバックアップ体制はできている。 

緊急時の災害対策の実績もあるので、経験を活かして災害の発生を防ぐ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  沈砂池より排水する立坑や暗渠排水管は本設の施設を使用する。 

 使用に際しては、竣工までに土砂流入による目詰まりが起きないよう、フィルター等の設置を行い 

 排水する。 

 

 

 

3-7-7)-③ 地山と盛土が噛み合わさる「段切り」の施工

調整池

防災堰堤 H=0.5～1.0ｍ

小段排水

暗渠排水

縦樋排水管
防災堰堤 H=0.5～1.0ｍ

▼仕上がり高さ

や湧水が盛土内に溜まり行き場を失い、盛土材の含水比が高くなり、飽和状

態となった時に土砂崩れと繋がります。

飽和状態を防ぐためには、盛土内の雨水と湧水を盛土外へ排出する設備が最
も重要と考えられています。

ます。設置場所としては

所に暗渠排水管を設けます。現在の水源は、盛土後でも流れる可能性が非常

に高く、暗渠排水管を設けずに盛土をした場合、盛土内に湧水が侵入し盛土

崩壊に繋がります。湧水の盛土侵入を防ぐために暗渠排水管を設置し、水の

浸入を防ぎます。そしてそこに盛土内に降った雨も浸透していき、毛細管現

象を利用し速やかに湧水・雨水が排出されます。また排水先は調整池としま

す。

と盛土が一体とならないことが挙げられます。そこで地山と盛土が確実に咬

み合わさるように「段切り」をします。

また段切りを行うことで端まで転圧をすることが可能となり、しっかりと締

め固めを行うことで安全な盛土

段切りの排水勾配は法面側として、地山側に水が流れないようして盛土の安

定を図ります。

各小段の仕上がり高さ（転圧は30㎝ごとに実施）

小段高さ＝3ｍ

縦樋排水管は仕上がり高さ

-1.0ｍ程度で砕石で埋戻し

閉塞仕上げを行う。hi 

図4-1-5-2造成法面の緑化

について 
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図4-1-10 地下排水計画縦断面概略図 

 

図4-1-9 中間排水層計画横断断面概略図 

 

（１０）地下排水層・暗渠排水管の設置 

 盛土崩壊の主なメカニズムは、降雨により浸透した雨水や湧水によって地下水位の上昇が起こり、

盛土材の含水比が高くなる事で、飽和状態となった時に土砂崩れへと繋がる。 

含水比を低下させるために、盛土内の雨水や湧水を速やかに排出する事が重要と考えた。 

排水の方法として過去の事例や「宅地防災マニュアルの解説」の事例を元に、図4-1-7の通り十分な

暗渠排水管や排水層を設けて地下水の上昇を防ぐとともに、降雨による浸透水を排水し、地下水の上

昇が起こらないよう計画した。本事業と同じような排水施設計画で、施工を進めている造成地へのヒ

アリングで、地下水の上昇が起こっていない事を確認している。 

さらに本計画では盛土材の改良を行う事から、浸透量が少ないと考えている、その透水性を浸透

試験で確認する。 

尚、計画の粘着力まで（現場室内比考慮：室内の 2倍）想定の土砂を改良し室内試験を行った結

果、1.45×10-9 m/sec・1.31×10-9 m/secとなり極めて透水しにくい実質上不透水の結果となった。 

 

水平排水層は小段ごとに設け、地下水の上昇が盛土の1/2の水位に想定する高さ程度までは、円弧

すべり面より奥まで設置する。それより上部は法面小段の高さの 1/2（Ｌ≧1/2Ｈ）として、地下水位

の上昇が1/2より上昇する事のない計画としている。 

また、想定外の降雨により地下水の上昇が起こったとしても、円弧すべりによる安定計算の結果で、

1/2の水位まで上昇しても法面の崩壊が起きない結果となる計画としている。 

水平排水層より排水した水は、小段に設置したＵ型側溝から法面表面の雨水と共に調整池へ誘導す

る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円弧すべり面より奥の盛土内に浸透した雨水は、高さ 6ｍ毎に中間排水層を設置し縦樋を通し

て地下排水管で調整池へ排水する。 

 

下段排水層には、現有する水源 2 か所及び現況の水の集まりやすい沢に、本暗渠排水管φ300

（有孔管）またはφ500（有孔管）を設け、湧水の発生した箇所のほか、約 40ｍの間隔で補助暗渠

管φ200（有孔管）を地山に沿って設置し、盛土内に飽和すること無く現況の水を調整池へ誘導す

る。 

また、盛土の段切り施工中に湧水を確認した際は、その都度、暗渠排水管φ200を接続し排水す

る。各排水層で速やかに排水することで地下水の過剰な上昇が起きないよう計画した。 

※現況直接放流となる箇所は自然地下浸透とする。 

※設置する有孔管は高密度ポリエチレン管を使用する。 

※排水層の砕石は設置面全面に敷均しを行う。 

 

 表面排水については以下の通りとする。 

法面の表面には縦排水を設け、その間隔は原則 20ｍから 40ｍとする。 

矢印で示したようにＵ型側溝を流水して調整池へ放流する。 

 その構造は鉄筋コンクリート造のＵ型側溝を使用する。 

図4-1-8にその景観図を示す。 

地下排水の設置計画平面図を図 4-1-11に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-1-8 表面排水施設設置景観図 

※水平排水層は縦断方向に 4％から 5％の勾配、中間排水層は

立坑に向けて4％から5％の勾配で施工する。 
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